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日
本
共
産
党
は
、
代
表
質
問
で
、①
こ
ど
も
と

市
民
が
主
役
の
「
教
育
改
革
」②
元
気
な
茨
木
へ

「
地
域
経
済
振
興
と
雇
用
確
保
改
革
」③
市
民
の

声
で
「
市
役
所
改
革
」④
格
差
を
是
正
す
る
「
暮

ら
し
・
福
祉
・
医
療
改
革
」⑤
住
民
の
声
が
生
き

る
「
住
民
主
権
改
革
」
の
「
茨
木
再
生
」
へ
５

つ
の
改
革
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

市
長
は
「
改
革
の
項
目
そ
の
も
の
は
、
茨
木
を

元
気
に
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
改
革
の
内

容
や
手
法
に
つ
い
て
は
、
異
に
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
」
と
答
弁
す
る
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
１
９
項
目
の
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
つ
い
て
、
10
月
上
旬
を
目
途
に
具
体
策
と
工

程
表
を
決
定
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

「
全
体
と
し
て
は
、
30
項
目
を
超
え
る
法
律
無
視
、

　

新
市
長
の
も
と
で
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
本
格
的
な
論
戦
と
な
る
６
月
定
例
市
議

会
は
、
６
月
８
日
〜
28
日
の
間
、
開
会
さ
れ
ま
し
た
。日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
畑
中
議

員
が
代
表
質
問
で「
茨
木
再
生
」へ
５
つ
の
改
革
を
提
案
し
、本
会
議
審
議
、委
員
会
審
査

で
も
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
よ
り
市
民
の
暮
ら
し
優
先
の
市
政
で
茨
木
再
生
を
と

訴
え
ま
し
た
。

６月
定例

市 議
会６月

定例

市 議
会６月

定例

市 議
会

　

日
本
共
産
党
は
、
大
学
が
建
設
す
る
「
市
民
に
も

開
放
す
る
施
設
」
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
も
、
市
民

的
合
意
が
得
ら
れ
る
形
で
協
議
を
進
め
、
市
民
へ
の

影
響
額
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
と
と
も
に
、「
ホ
ー

ル
な
ど
の
共
同
利
用
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
市
民

が
期
待
す
る
利
用
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
」
と
主
張

し
て
き
ま
し
た
。

「
市
民
に
も
開
放
す
る
施
設
」
の

　

 

用
地
費
、
建
設
費
か
ら
設
備
費
や

　
　

  

管
理
運
営
費
ま
で
広
が
る
市
負
担

　

大
学
は
基
本
設
計
案
に
よ
る
と
「
市
民
に
も
開
放

す
る
施
設
」
と
し
て
、
千
名
収
容
の
大
ホ
ー
ル
や
４

百
名
規
模
の
平
土
間
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
、
大

学
図
書
館
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
茨
木

市
が
策
定
し
た
報
告
書
を
見
る
と
「
市
や
市
民
が
利

用
す
る
部
分
の
市
負
担
を
検
討
す
る
」「
全
体
計
画

と
個
別
機
能
の
設
計
調
整
が
必
要
と
な
る
の
で
、
費

用
負
担
を
含
め
役
割
分
担
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
」

「
大
学
が
管
理
運
営
す
る
場
合
、
賃
料
や
管
理
費
等

立
命
館
大
学
市
民
開
放
施
設
の
市
負
担
は
ど
こ
ま
で
広
が
る
の
か

日
本
共
産
党
が
財
政
負
担
で
追
及

市
民
犠
牲
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
『
改

革
』
が
中
心
」「
市
長
選
挙
結
果
（
得
票
率
42
％
）

も
踏
ま
え
、独
断
と
独
善
に
走
る
こ
と
な
く
市
民
、

議
会
、
職
員
の
意
思
疎
通
を
十
分
図
る
よ
う
」
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
に
競
争
と
淘
汰
を
導
入

す
る
「
橋
下
流
教
育
改
革
」
で
は
な
く
、
こ
の
間

後
退
し
た
教
育
予
算
の
復
元
等
の
教
育
環
境
充
実

を
進
め
る
改
革
を
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

「（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
）
課
長
代
理
級
・
係
長
級
職

員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
検
証
、

市
民
や
学
識
経
験
者
に
よ
る
外
部
委
員
の
意
見
も

取
り
入
れ
る
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す

る
」「
教
育
は
、
憲
法
、
教
育
基
本
法
他
、
教
育

関
連
法
令
に
基
づ
い
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願

い
行
う
」
な
ど
と
答
え
ま
し
た
。

の
決
定
が
必
要
と
な
る
」「
図
書
館
は
、
施
設
管
理

費
程
度
の
負
担
で
一
般
市
民
の
利
用
が
可
能
と
な
る

よ
う
大
学
と
協
議
す
る
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
ま
た

市
民
に
も
開
放
す
る
施
設
へ
の
茨
木
市
商
工
会
議
所

の
入
居
も
記
述
し
て
い
ま
す
。

市
の
負
担
額
と
市
民
へ
の
影
響
額

　
　
　
　
　
　

 

を
最
小
限
に
と
ど
め
よ

　

こ
れ
ら
を
見
る
と
、「
市
民
に
も
開
放
す
る
施
設

用
地
」
を
市
が
２
７
億
円
で
購
入
し
て
大
学
へ
の
永

久
無
償
貸
与
、
ホ
ー
ル
な
ど
施
設
建
設
費
負
担
の
み

な
ら
ず
、
設
備
費
、
施
設
管
理
費
等
の
費
用
負
担
も

相
当
額
発
生
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
市

は
「
市
民
開
放
施
設
の
建
設
費
負
担
以
外
に
、
管
理

日本共産党は　　　　　　　　　へ５つの改革を提案日本共産党は　　　　　　　　　へ５つの改革を提案茨木再生茨木再生茨木再生

市民サービスの全面民営化・民間委託化
全公共施設の民間委託化
市民サービスの北摂市広域化
すべての補助金をゼロから見直し
市長が教育委員会と協議して教育目標を設定
校長を段階的に公募
校長は目標達成度、教員は人事評価を給与に反映
小中一貫校、私立小中学校の積極的誘致
小学校＝隣接選択制、中学校＝ブロック選択制
学力テスト結果を学校運営協議会の求めで公表
学校教科書採択に市長の意見を反映
国旗・国歌の意味を教育
公立保育所・幼稚園をさらに民営化
学童保育の民間委託化
分限処分の積極的活用で職員数の大幅削減
課長職以上の職員を庁内外から公募
総人件費を一割削減
職員給与最大二割削減
安威川ダム周辺に観光緑地公園
彩都中部地区の関連道路整備
新名神茨木北インター接続道路と周辺整備
阪急総持寺駅と JR新駅と周辺の一体整備
立命館大進出に伴う産学交流センター設置と周辺再開発
阪急茨木市駅東口府営住宅跡地再開発
市民会館建て替え

市
民
施
策

公
務
制
度

教
育
子
育
て

大
規
模
開
発

新市長のマニフェストの主な内容

● 国保料、過半数の加入世帯で引き下げに
● 全公立幼稚園保育室エアコン稼働
● 小・中学校、幼稚園施設整備と耐震補強工事の推進
● 市の常勤非正規職員の待遇改善（期末手当と通勤手当）
● 住民票等自動交付機を増設（北玄関ロビー付近）
● 高齢者肺炎球菌ワクチン接種に 3,000 円の助成。70歳
　 以上の37,000人が対象
● 訪問歯科検診の拡充。対象者を要介護４・５から３・４・５
　 に拡大。隔年条件を毎年申し込み可能に
● レディース５がん検診。日曜日に実施中の乳がん・子宮
　 がん集団検診時に胃がん、大腸がん、肺がん検診も同時
　 に受診できるように機会を拡大
● 障害者虐待防止センターの設置。24時間体制の虐待通報
　 窓口の設置と被虐待者の緊急一時保護体制の整備
● 街かどデイハウスでの介護予防事業の充実
● DV被害者自立支援に向けてローズワムの相談担当員を
　 増員
● 妊婦健康診査（全 14回）の助成額を 56,000 円から
　 70,000 円に増額
● 乳幼児期の子どもの発達を支援するための心理判定員の
　 増員（一人）。主に私立幼稚園などを担当
● プレミアム商品券（10％のプレミアム商品券を３万冊発行）
● 洪水ハザードマップと土砂災害ハザードマップの改訂

2012 年度みなさんと力を合わせて
　　　実現できた主なもの（６月補正分）

運
営
費
に
つ
い
て
も
今
後
の
協

議
の
中
で
確
定
す
る
」
と
運
営

費
の
負
担
の
可
能
性
も
明
ら
か

に
す
る
な
ど
曖
昧
な
答
弁
に
終

始
し
ま
し
た
。
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のお知らせ定例市政法律相談
毎月第一、第三金曜日開催

７月20日（金） 

９月　 ７日（金） 

あるいは、党市会議員に直接ご連絡を

８月　３日（金） 

党議員団控室　　  ６２１－８５３４

※専門の弁護士のアドバイスを受けながら
　市政・法律問題など種々相談に応じます
　かならず事前にご予約下さい

場所・時間は、いずれも

福祉文化会館
午後６：30から

６月市議会でも市政のチェックと市民の願い実現に全力
皆さんとともに草の根からがんばります

補
正
予
算
に
対
し
て
組
み
替
え
動
議

提
出―

市
民
が
主
役
の
予
算
編
成
を

　

維
新
市
政
の
も
と
で
の
最
初
の
補
正
予
算
案
に
対
し

て
、
党
市
議
団
は
「
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
よ
り

市
民
の
暮
ら
し
最
優
先
の
市
政
を
」
「
茨
木
再
生
の
５

つ
の
改
革
」
の
立
場
で
、
彩
都
開
発
関
連
の
不
要
不
急

の
公
共
事
業
で
あ
る
山
麓
線
整
備
事
業
と
佐
保
地
区
内

道
路
整
備
事
業
の
計
・
三
億
千
六
百
万
円
の
減
額
と
、

増
額
で
は
計
・
一
億
五
千
万
円
で
、
市
内
業
者
発
注
・

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
と
乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
の
小
学
校
六
年
生
ま
で
の
対
象
年
齢
拡
大
を

求
め
る
組
み
替
え
動
議
を
提
出
し
、
最
後
ま
で
市
民
要

求
実
現
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

一
般
の
職
員
へ
の
３
〜
10
％
の

         　
　
　

 

給
与
カ
ッ
ト
を
強
行

 

茨
木
市
の
一
般
職
の
現
状
は
、
平
均
給
料
月
額
の
低

さ
で
は
府
下
41
自
治
体
中
15
位
、
北
摂
７
市
中
２
位
。

職
員
の
少
な
さ
で
は
同
じ
く
府
下
７
位
、
北
摂
１
位
で

す
。
こ
う
し
た
現
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
市
長
は
、

こ
れ
ま
で
の
人
事
院
勧
告
準
拠
の
方
針
に
も
反
す
る
３

〜
10
％
の
給
与
カ
ッ
ト
を
提
案
し
ま
し
た
。
党
市
議
団

は
、
「
公
務
員
は
立
場
変
わ
れ
ば
納
税
者
で
あ
り
そ
し

て
消
費
者
で
も
あ
る
、
結
局
、
回
り
回
っ
て
税
収
の
大

幅
な
減
少
、
国
内
需
要
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を

及
ぼ
す
。
こ
れ
で
は
更
な
る
市
税
収
入
減
少
を
招
く
悪

循
環
」
と
指
摘
し
、
反
対
し
ま
し
た
。
党
市
議
団
の
指

摘
に
対
し
、
市
長
は
「
マ
ク
ロ
経
済
と
し
て
は
当
た
っ

て
い
る
」
と
答
弁
で
認
め
ま
し
た
。

意
見
書―

「
大
飯
原
子
力
発
電
所
３
号
機
、

４
号
機
の
再
稼
働
に
関
す
る
意
見
書
」採
択

　

党
市
議
団
は
、
大
飯
原
発
の
「
再
稼
働
決
定
の
撤

回
」
を
明
記
す
る
意
見
書
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
否

決
。
「
撤
回
」
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
意
見
書
に
も

「
原
発
ゼ
ロ
」
の
共
同
を
は
か
る
立
場
か
ら
賛
成
し
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
定
数（
二
減
）が

　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

　

党
市
議
団
は
「
議
員
定
数
は
、
住
民
自
治
、

議
会
制
民
主
主
義
の
問
題
で
あ
り
、
や
み
く
も

な
定
数
削
減
は
住
民
の
声
を
議
会
に
反
映
す
る

道
を
閉
ざ
す
民
主
主
義
の
後
退
に
つ
な
が
る
。

議
員
が
身
を
削
る
と
い
う
な
ら
、
議
員
定
数
の

削
減
よ
り
も
議
員
報
酬
の
削
減
を
優
先
す
べ

き
」
と
い
う
立
場
か
ら
、
期
限
な
し
の
議
員
報

酬
二
割
削
減
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
「
自
民
党
・
絆
」
と
「
維
新
の
会
み

ん
な
の
茨
木
」
が
定
数
四
減
、
「
公
明
党
」

「
民
主
み
ら
い
」
「
刷
新
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
定
数
二
減
を
提
案
し
ま
し
た
。
議
員
報
酬
で

は
、
日
本
共
産
党
以
外
の
会
派
が
来
年
一
月
末

ま
で
の
期
間
限
定
（
七
ヶ
月
間
）
の
一
割
削
減

を
提
案
し
ま
し
た
。

　

定
数
で
は
、
日
本
共
産
党
は
ど
ち
ら
の
案
に

も
反
対
。
当
初
、
両
案
と
も
過
半
数
に
届
か

ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
と
も
に
不
採
択
と
な
る
状

況
の
も
と
で
「
維
新
」
が
二
減
案
の
方
に
も
賛

成
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
報
酬
で
は
、

他
会
派
案
の
一
割
削
減
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

欠
陥
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
市
の
機
関
で
検
証
す
る
の
は
行
政
権
の
濫
用

市
会
議
員

あ
じ
ち
洋
子

電
話（
６
３
３
）５
９
４
６

「
職
員
基
本
条
例
」
策
定
へ
の
「
研
究
」
や
め
よ

市
会
議
員

朝
田
み
つ
る

電
話（
６
２
７
）０
１
７
６

大
規
模
「
学
童
保
育
教
室
」
の
規
模
の
適
正
化
を

市
会
議
員

畑
中
た
け
し

電
話（
６
２
６
）５
２
３
９

　

日
本
共
産
党
は
「
新
市
長
が
選
挙
時
に
掲
げ
た
具
体
的
な
手
順
、
実
施
期
限
、
財
源
の
裏

付
け
の
な
い「
維
新
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」を
、選
挙
後
に
市
の
行
政
組
織
に「
や
る
か
や
ら
な
い
か
」

を
諮
問
し
仕
分
け
を
す
る
の
は
公
私
混
同
と
追
求
し
ま
し
た
。
市
長
は
「
選
挙
時
に
は
維
新

の
会
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
予
算
と
か
時
期
と
か
一
切
検
証
し
て
い
な
い
。
今
そ
の
検
証
を
市
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
や
っ
て
い
く
」
と
無
責
任
な
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
は
改
め
て
、
こ
う
し
た
や
り
方
を

批
判
す
る
と
共
に
、
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
優
先
の
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
撤
回
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
「
職
員
基
本
条
例
の
研
究
」
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
問
題
の
本
質
は
、
新
た
な
処
分
制

度
の
導
入
と
い
う
強
権
的
な
や
り
方
で
、
公
務
員
を
「
全
体
の
奉
仕
者
」
か
ら
国
民
・
市
民
へ

の
「
命
令
者
」
へ
変
え
て
し
ま
う
、
最
悪
の
公
務
員
づ
く
り
で
す
。
こ
う
し
た
事
も
研
究
対
象

と
す
る
の
か
、
と
の
質
問
に
「
必
ず
し
も
罰
則
に
重
点
を
置
く
の
で
は
な
く
」
と
か
「
相
対
評

価
か
絶
対
評
価
の
選
択
や
免
職
の
規
定
は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
」
と
、
明
確

に
否
定
し
な
い
、
は
ぐ
ら
か
し
の
答

弁
に
終
始
し
ま
し
た
。
強
権
政
治
の

茨
木
へ
の
持
ち
込
み
に
対
し
て
市
民

的
監
視
が
必
要
で
す
。

　

茨
木
市
に
は
40
名
を
超
え
る
学
童
教
室
が
18
カ
所
あ
り
ま
す
。
国
は
学
童
教
室
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
一
教
室
の
適
正
規
模
を
40
名
程
度
と
し
て
お
り
、
過
密
教
室
で
は
通
院
・
入
院
を

要
す
る
ケ
ガ
の
発
生
率
も
高
い
と
の
調
査
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
茨
木
市
の
70
名
を
超
え
る
教

室
に
つ
い
て
複
数
教
室
化
を
求
め
ま
し
た
。
市
は
「（
40
名
程
度
が
）
望
ま
し
い
の
は
わ
か
っ

て
い
る
が
、
財
源
や
ス
ペ
ー
ス
の

問
題
で
困
難
で
あ
る
」
と
消
極
的

な
答
弁
で
し
た
。


